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1.は じめに

大熊信行は経済学者であるとともに文芸家であり、

政治や評論などにも活躍 した。多方面に精力的に活動

するなかで、大熊は、経済学説についての透徹 した理

解をよりどころにして、生活資源を含む諸資源の配分、

生活目的の構造と生活行為選択のメカニズム、家庭と

いう生活場の人間的意味などについて洞察を深めた。

それとともに、生活経営学という研究分野の必要性と

可能性に言及 した。

大熊の研究成果は、公刊後数十年を経た現在でもな

お示唆的であり、影響下にある家政学や生活学などの

研究者 も多い。それだけに、大熊によって用意された

諸概念がたがいにどのようにかかわりあうのか、それ

らが彼の唱える生活経営学構想にどうむすびつ くのか、

といったことが気になる。本稿では、こうした点をあ

きらかにするための準備作業として、大熊の経済学と

生活経営学の鍵概念を摘出する。

もちろん大熊の諸著作を広 く見渡 しながら検討する

のが好ましいのであるが、ここでは、経済学を中心と

した幾編かの論考に限る。なお、大熊については、第

二次大戦後における 「総括」に論及されることが多い。

あるいは、自身が、経済学の批判研究に進む事情を回

顧 している。本稿では、これらにはあ、れることなく生

活経営学の素地ないし源泉を探ることにしたい。

2.配 分原理について

(1)配 分原理の発見

大正から昭和初期にかけて欧米からさまざまな経済

学や社会諸科学が輸入され、多様なスタイルで摂取さ

れた。たとえば、現実の生活問題の深刻さを前に、方

法を異にする経済諸学を混然と併用せざるをえない場

合 もあったり
。月、農 ・農村問題の解決を急げばこそ、

経済学概念を導きに理論体系を築 く研究もあった"。

あるいは、特定の経済学派にいわば帰依 して研究を深

める傾向もすでに見 られたう
。

そうしたなかで、大熊は、経済諸理論に通底する傾

向や概念を探ろうとした。これは、経済の 「諸学説を

目して同一原理 (或は仮説)の 種々なる表現であると

認める」方法であり、現代風に言えばインター ・ディ

シプリナリの一つであろう
°
。

大熊がまず関心を寄せたのは、 ゴッセ ン (H.H.

Gosscn)を始まりとする限界効用学派の経済学説およ

びマルクス (K.Marx)の 経済学説である。そして、

「Marxに おいてもJcvonSにおいても……労働配分の

均衡に関する法則が両者によって把握されてゐるとい

あゝ事実」に注目した9。

両学説は、「配分均衡の取 り入れ方」 と 「均衡の内

面的分析の有無」をめぐって対照的である。すなわち、

「労働価値思想はその客観的な価値学説の出発点にお

いてすでに配分均衡を前提 し、均衡そのものの内面的

分析をいささかも試みようとしない。限界利用思想は

これに反 し、主観的な価値理論の到達点としての配分

均衡を把握 し、均衡そのものの内面的分析を遂げよう

と企てる」
°
。 ここで、限界利 (効)用 思想における

「均衡そのものの内面的分析」 とは、時間や財の投入

量の変化が経済主体の満足に及ぼす効果を微分的にと

らえる過程を意味する (次項 (2)参 照)。また、労働

価値思想が 「出発点においてすでに配分均衡を前提」

している証として、大熊はマルクスが商品価値論で用

いたロビンソンの例を挙げているい
。

このように対照的ではあるが、配分均衡という 「一

箇の総合的な観念」が用意されている点において両学

派は 「内的な関連性」をもつ的
。 この観念は、生産 ・

分配 ・交換 ・消費を貫いており、経済学にとってきわ

めて重要である。それにもかかわらず配分概念や配分

学説が 「今日まで曾て総括的な取扱ひをうけることが

できなかった」のは、「あるものは直接に個人の内面

からこれを把握 し、あるものは直接に社会的生産の外

面からこれを把握 し、あるものは消費経済の内部に、

あるものは経営経済の内部に、これを求める。その様
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